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1．緒言 

本研究の目的は，野球未経験者の動きがどの

ような動作になっているか，また，本研究の結

果を基に，どのような練習をしていけばよいの

かを導き出し，現場へフィードバックできるバ

ッティングの指導ポイントを明らかにするこ

とである． 

2．研究方法 

 被験者は,本学ソフトボールⅠの受講者 5名

であった. 実験日はソフトボールの授業計 3

回行った．試技は，テープで各部位にマークを

つけ，正規の場所からトスバッティングを行っ

た． 

3．結果 

 表 1 はヘッドスピードを示したものである．

3 回の測定を通して，ヘッドスピードは被験者

5 名中 4 名向上していた．打球速度は被験者 5

名中 3名向上していた． 

4．考察 

 打球速度は被験者 5名中 3名，ヘッドスピー

ドは被験者 5名中 4名向上していた．打球速度

とヘッドスピードは比例していくと考えてい

たが，打つ体勢や肘，膝が遅れて始動したり早

く始動したりミートする場所も様々なので打

球速度とヘッドスピードは比例しなかったと

考えられる．また，田口（2014）は「腰の回転

で生まれた勢いをバットに伝えることでスイ

ングスピードは速くなる」と述べている．この

ことからヘッドスピードを速くするためには，

腰の回転を向上させていく必要があると考え

られる． 

5．まとめ 

 野球未経験者に対しての指導ポイントとし

て，ボールを引き付けて打つ練習（トスバッテ

ィングやティーバッティングや外野ノック）を

打つ練習をすることで，肩の開きや腰の開きを

抑えることができるようになるであろう． 

 

 

表 1 ヘッドスピード（単位：㎞/h） 

  1回目 2回目 3回目 

Ａ 80.9 84.5 88.1 

Ｂ 103.9 81.1 87.2 

Ｃ 102.2 105.8 109.3 

Ｄ 62.2 65.8 69.3 

Ｅ 95.2 98.8 102.2 

平均 105.1 87.6 91.2 

標準偏差 17.5 15.7 15.4 
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